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【研究活動の要約】 

綾部市は京都府の中でも森林資源が成熟しているが、急傾斜地も多く、現状では搬出・利用が困難な

人工林が多い。そこで、GIS（地理情報システム）を利用して綾部市の人工林資源の現状や林道等の路

網の整備状況を可視化して地図として表現し、関係者間で共有できるようにした。また、綾部市忠町地

区をモデル地区にして、高解像度ビデオカメラを使用して高性能林業機械（ハーベスタ）による収穫作

業の作業効率を調査した。得られた研究成果を、森林ゾーニングや「綾部市森林マスタープラン」を作

成するための基礎資料として綾部市に提供した。 

【研究活動の成果】 

主な研究成果は次の通りである。 

１）森林ゾーニングのための予備解析 

綾部市全域の森林について、GIS（地理情報システム）を利用して傾斜区分図、樹種区分図、林道 

等の路網からの距離区分図を作成し、森林ゾーニングのための基礎資料を整備した。 

２）人工林施業指針図の作成 

林業で使用できる機械は、傾斜や路網からの距離の違いに応じて変わるので、綾部市全域について、 

GIS（地理情報システム）を利用して地形条件や地利条件を解析し、ハーベスタで収穫できる区域、 

スイングヤーダ－で収穫できる区域、タワーヤーダ－で収穫できる区域、要路網開設地、それ以外の 

施業困難地に区分し、施業指針図として可視化して地図として表現した。 

３）収穫可能な人工林資源量の把握 

  上記解析結果と森林簿情報を基に、使用する林業機械別に収穫可能な資源量を推定した。その結果、 

5～9齢級の人工林を対象に間伐率 30％の間伐を実施すると仮定した場合、ハーベスタ・スイングヤ 

ーダ－型の作業システムを用いると 7.7 年分の事業量が確保でき、ハーベスター～タワーヤーダ型の 

作業システムを用いると 26.4 年分の事業量が確保できることがわかった。 
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